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2020-21 年度会長　ホルガー ・ クナーク　　2021 年 6 月

2020 年 1 月に 「ロータリーは機会の扉を開く」 という会長テーマを発表し、 ロータリーには変化が必要

だとお話しした際、 これほど早くに変化の波が押し寄せるとは誰も思ってもみなかったことです。 しかし、

私は昔から困難を機会としてとらえてきました。

今年、 この新たな機会に、 私たちはロータリーのあり方をふたたび模索しました。 長年、 ロータリーの

柔軟性と適応性を高める方法を検討し、 いくつか実験も行ってきましたが、 今年は誰もが実験し、 そし

て成功を収めたのです。 オンライン会合は今やどのクラブでもと取り入れられ、 クラブは世界中から例

会にゲストを招いています。

2020-21 年度に私たちが出会ったのは、 機転がきき、 適応性が高く、 創造的なロータリーでした。 次

の段階は、 パンデミック以前のやり方に逆戻りすることではありません。 先に進まなければならないので

す。 オンライン例会を通常形式とするなど、 新しい活動方法や機会を提供するために、 今年学んだこと

を活かしていきましょう。

＜ローターアクト地区協議会開催＞

6 月 13 日に国際ロータリー第 2620 地区ローターアクト 2020-2021 年度第 47 回地区協議会が静岡北ローターアクトクラブの

ホストのもと、 zoom とリアルのハイブリッド形式で開催されました。

各クラブが今年度の活動総括や、 次年度の方針発表などを行い、 とても有意義な地区協議会となりました。

クラブの力を保つためには、 あらゆるレベルでロータリーをより若く、 より多様にしていかなければなりません。 多様性が意味するものは地

域により違いますが、 ぜひあらゆる背景の人びとを会員として歓迎してください。 また、 女性会員を増やし、 その役割を強化することもひ

とつの手立てです。

「ロータリーは機会の扉を開く」 と初めて宣言したあの日と今日では、 世界は大きく異なります。 この 1 年でロータリーがこれほど大きく前

進したことを誇りましょう。 そして今後も前進を続けていく中で、クラブやクラブの仲間たちを大切にしていきましょう。 ロータリーの命であり、

さらなる繫栄をもたらしてくれる大切な存在です。

世界を変えるためにロータリーが力を貸せる数多くの機会が今後も控えています。 ともに手を伸ばし、 さらなる高みに達するために機会の

扉を開いていきましょう。 扉を開いて新しい考えを受け入れれば、 頭も心も開かれていくものです。

私たちのすべての行動がどこかで誰かに機会をもたらすことをどうかお忘れなく。 （一部抜粋）
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国際ロータリー第 2620 地区　5 月 29 日　地区大会開催！

2021 年 5 月 29 日地区大会が開催されました。

今年度の地区大会はコロナ禍に振り回された難産

の大会で、 計画当初の 11 月開催はまさにコロナ

禍の真っ只中でありました。

到底リアルでの開催など考えられない中、 世界の

状況、 日本の状況を探りながら、 なんとか少しで

もリアルを残すことができないかとの想い溢れる内

容となりました。

リモートでの出席者も多く、 制限の多い中で新しい

カタチの地区大会となったのではないでしょうか！

当日は、 志田ガバナーのご挨拶から始まり、 全ク

ラブが VTR で登場、 併せて 8 委員会の活動報告

も VTR での報告となりましたが、 地区の一体感を

感じることができました。

またゲストとして国際ロータリー理事の辰野克彦様から国際ロータリーの活動のリポートを戴き、 志田ガバナーから小林ガバナーエレクト

にガバナー大会旗が手渡され、 コロナ禍の制約のある中で新しい演出を交えた意義のある大会となりました。


